
EMS試験では、ノイズを印加した時の装置の状態によって、合否を判定します。

判定基準は上に記載したとおりですが、判定A～Cのどの判定基準を適用するか
は、ポート毎の試験項目や試験レベル（資料No.19参照）とともに、共通規格や製品
群規格、製品規格の中で決められています。

※「資料を読まれる方に」もお読みください。
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